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1 は じ め に

高度経済成長期以降,農村の内部構成は兼業農家の増大,

非農家の混在,部落ぐるみ集団から機能集団への移行に代

表される集団形成変化等により複雑化している。このよう

な内部構成の複雑化は,部落としての関心の一元化を困難

にし,自治組織の運営を難しくしている。

この報告は,自治組織に関する意向調査をもとに,住民

意識多様化の実態を明らかにしようとするものである。

2調 査 方 法

調査対象地区は,宮城県中新田町平柳部落である。県北

の穀倉地帯大崎平野の一角をなし,集落形態は集居である。

総戸数 105戸 ,農家率32%,1戸 当り耕地面積 18h8,水田

率 95%の生産基盤の大きい水稲単作型の農業集落である。

調査方法はアンケートにより,全戸悉皆調査を行った。

回収率は83%である。回答者の概要を表 1に示したが ,性

別で男80%,年令別で40～ 50代 73%であり,この調査結果

は,ほぼ40～ 50代の男性の意見とみてよい。

表 1 回答者の概況
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防犯等への仕事,部落総会の関心事 ),区費,賦役,部落

役員,意見調整 ,部落取 り決め,総有意識について,であ

る。部落は,自給的農業生産のもとで,欄々の経営を補完

する共同体的なまとまりの必要からうまれ,共同労働をお

こない,自治のための組織機構と財政をもち,全員一致を

原則としながら部落運営を行ってきたといわれることから,

これら部落運営の要点に関し,調査項目を設定した。

3 結果および考察

調査結果を図 1,表 2に示したが,部落に関する評価で,

否定的なものはごくわずかしかみられず,全体的に肯定的

である。しかし,同 じ肯定のなかに,微妙なニュアンスの

違いがある。

部落会の役割についていえば,部落でやる仕事がふえる

ので部落会の役割は今後も大きいし,衛生や防犯の仕事も

部落にとって大切であるとする意見と都落会の役割は今後

もあると思うが,仕事の内容については,部落の仕事と行

政でやるべき仕事の区別をつけるべきというように考え方

の違いがみられる。同じように区費については,同 じ部落

に住んでいるのだから平等でよいとする考え方と,払 える

力や受ける利益に差があるのだから差をつけるべきとする

考え方の違いと,賦役については当然であるという考え方

と,当然であるがやり方を改善すべきとする考え方の違い

である。又,意見調整については全員一致と多数決という

考え方の違いがみられ,部落取 り決めについても,守るの

は当然とするものと当然だが必要なことに限るべきだ,と

いうような考え方の違いがみられる。総有意識については

土地の利用処分という設間をしたが,部落の人達の立場を

考えるべきだし,部落外へ売るのは抵抗を感じるという意

見と,個人の自由意志だと思 うが部落外へ売るとなると何

とも言い難いという微妙なニュアンスの違いがみられる。

この違いは,前者は伝統的共同体意識,後者は近代合理主

義に根差す肯定とみてよいと思われる。この違いの度合い

は,項目により少しずつ異なっているが,どの項目におい

てもみられ,部落評価のなかに微妙な意識の違いがでてい

ることを示すものと考える。

図 2は専業別にみたものであるが,こ の考え方の違いを
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調査項目は,部落会評価 (将来の部落会の役割 ,衛生 ,



-248- 東 北 農 業 研 究  第 27号 (1980)

表 2 部落総会関心事

注
tttf暑 9i3:R9「

つけてもらい,10%以上の

部

落

会

評

価

澪来3 蜘 戴:『
衛生・消
防 防犯
の 仕 事

区

　

　

贅

徴収方法

嬌

役

路

路

水用
．遺

共 有地

1芭`1甲 胴胴

部

落

役

員

5仕 事 =震
摯奎''と
め
“
の人の
 1雰霞

,

役  員
のなり手

意 見 目 贅
袴
響 1黎]弩警

r

部落取り決め 誅電崎“
訂
爾:釧:

総

有

意

識

地”紡
用
考

土
利
の

奮青
t辮::ア

震i

望通発生

図 1部 落 評 価

1 部落の行事,事業計画      602%
2 用水路,農道の管理       409%
3 部落役員選挙          307%
4 予算・決算           261%
5 組織集団の育成         216%
6 町会議員選挙          205%
7 農協理事などの選挙       125%
8 お寺や基地について       H4%
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図 2 専兼別部落評価

専業農家,兼業農家それぞれのなかにみることができる。

一方 .専兼比較をすると,専業農家に伝統的むら社会に根

差す肯定がやや多くみられ,兼業農家に近代合理主義に根

差す肯定が多くみられる。

4む  す  び

共同労働の必要性のなくなりつつある農村において,本

報のような意識の多様化は当然であり,共同体的秩序のも

とに封じこめてきた個別的利害関係の顕在化とみることも

できる。しかし,農道,水利など,農業生産をめぐる共同

関係はのこされており,今後の部落運営において住民間の

微妙な意識の差を卜分考慮することが必要となろう。


